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播
州
織

　

リ
バ
イ
バ
ル・プ
ロ
ジ
ェク
ト

八
千
代
町
商
工
会

■県連合会Letter  ２～３頁
　・第４回理事会
　・第３回商工会地域活性化研究会実務小委員会
　・但馬・播磨広域観光推進フォーラム
　・兵庫県立大学経営学部長らが来会
　・「たんば共通商品券」が好調（丹波市）

■特集   ４頁
　・これだけは知っておきたい労働契約法

■商工会Letter  ５～６頁
　・地域資源∞全国展開支援事業
　　“安心・安全・高品質”
　　　　播州織を世界のブランドに（八千代町）
　・芦屋市、川西市、宍粟市、朝来市４商工会

　

八
千
代
町
商
工
会
（
門
脇
平
会
長
）
で
は
、
播
州
織
を
も
っ

と
若
者
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
大
阪
ミ
ナ
ミ
の
「
ア
メ
リ
カ
村

の
会
」
と
連
携
し
て
、
播
州
織
リ
バ
イ
バ
ル
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

二
月
十
日
に
は
、
服
飾
専
門
学
校
の
卒
業
制
作
展
を
開
催
。

生
徒
ら
が
播
州
織
を
使
っ
て
制
作
し
た
服
飾
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
大
阪
市
内
で
行
わ
れ
た
。ま
た
、二
月
二
十
四
日
に
は
、

大
阪
難
波
に
お
い
て
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
。
エ
コ
と

音
楽
を
融
合
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
、播
州
織
エ
コ
ク
ロ
ス（
風

呂
敷
）
の
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

（
関
連
記
事
を
６
頁
に
掲
載
）

専門学校生による「播州COLLECTION」
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主な行事予定

4
月
の
こ
よ
み

８
日
㊋ 
県
女
性
連
監
事
会
・
理
事
会

14
日
㊊
〜
15
日
㊋

 

新
任
商
工
会
職
員
研

修
会（
神
戸
市
）

16
日
㊌ 

県
青
連
監
事
会
・
理
事
会

30
日
㊌ 

県
連
合
会
監
事
会

5
月
の
こ
よ
み

１
日
㊍
〜
２
日
㊎

 

新
任
事
務
局
長
研
修
会

（
神
戸
市
）

８
日
㊍ 

県
青
連
通
常
総
会

９
日
㊎ 

第
一
回
正
副
会
長
会

12
日
㊊ 

県
女
性
連
幹
部
講
習
会
・

通
常
総
会

14
日
㊌ 

第
一
回
理
事
会

29
日
㊍ 

第
四
十
七
回
通
常
総
会

 

（
神
戸
市
・
六
甲
荘
）

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
三
月
六
日
、

県
商
工
会
館
で
「
第
四
回
理
事
会
」

を
開
催
し
た
。

　

木
南
会
長
の
挨
拶
の
後
、
次
の
九

議
案
の
審
議
と
二
項
目
の
方
針
協
議
、

四
項
目
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

（
協
議
事
項
）

①
平
成
十
九
年
度
収
支
補
正
予
算
設

定
に
つ
い
て

②
商
工
会
統
一
諸
規
程
・
県
連
合
会

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

③
会
費
の
賦
課
基
準
と
な
る
商
工
会

員
数
の
決
定
に
つ
い
て

④
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
設
定
に
つ
い
て

⑤
平
成
二
十
年
度
借
入
金
最
高
限
度

額
の
決
定
に
つ
い
て

⑥
商
工
会
役
員
退
任
功
労
金
共
済
制

度
の
現
状
と
規
程
の
改
廃
に
つ
い

て
⑦
役
員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て

⑧
臨
時
総
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑨
理
事
会
提
出
議
案
の
一
部
修
正
に

つ
い
て

　

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
さ

れ
、
そ
の
う
ち
①
、④
、⑤
、⑦
、⑨
に

つ
い
て
は
次
の
臨
時
総
会
に
提
案
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
方
針
協
議
）

①
兵
庫
県
商
工
会
館
の
補
修
に
つ
い

て

▲開会挨拶を述べる木南会長
▲開会挨拶をする佐竹委員長（左）、
　池田副委員長（右）

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
審
議  

理
事
会

商
工
会
地
域
活
性
化
研
究
会
実
務
小
委
員
会

「
第
三
回
商
工
会
地
域
活
性
化
研
究

会
実
務
小
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。

　

主
な
報
告
事
項
・
協
議
事
項
は
次

の
と
お
り
。

【
報
告
事
項
】

一
．
座
談
会
「
合
併
商
工
会
の
進
む

道
〜
課
題
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い

て
〜
」
の
開
催
報
告
と
最
終
報
告

書
へ
の
掲
載
に
つ
い
て

二
．
産
学
連
携
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

【
協
議
事
項
】

　

今
後
の
中
間
報
告
書
加
筆
修
正
に

つ
い
て

　

協
議
事
項
の
中
で
は
、
最
終
報
告

書（
平
成
二
十
年
十
一
月
発
行
予
定
）

に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
た
。

　

特
に
、
合
併
商
工
会
を
取
り
巻
く

環
境
や
組
織
運
営
、
事
業
、
財
政
面

の
課
題
等
の
意
見
を
収
集
し
た
座
談

会
要
旨
や
、
企
業
経
営
者
か
ら
の
商

工
会
へ
の
提
言
を
掲
載
し
、
よ
り
幅

広
い
見
地
か
ら
今
後
の
商
工
会
の
あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
去
る
二
月

二
十
八
日
、
県
商
工
会
館
に
お
い
て

◆
総
務
委
員
会

　

二
月
二
十
日
、
第
二
回
総
務
委
員

会
（
小
田
脩
造
委
員
長
）
を
開
催
。

　

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画
な
ど
四

項
目
の
方
針
協
議
を
行
っ
た
。

◆
人
事
管
理
委
員
会

　

二
月
二
十
一
日
、
第
七
回
人
事
管

理
委
員
会
（
石
原
利
男
委
員
長
）
を

開
催
。

　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
付
人
事
交

流
計
画
（
案
）
な
ど
五
項
目
に
つ
い

て
協
議
し
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

◆
事
務
局
連
絡
会
議
他

　

二
月
十
三
日
、
神
戸
市
に
お
い
て

「
事
務
局
連
絡
会
議
」
と
「
第
二
回

商
工
会
管
理
者
研
修
会
」
を
併
せ
て

開
催
。
事
務
局
の
代
表
者
ら
五
十
四

名
が
出
席
し
、「
兵
庫
県
商
工
会
職
員

退
職
金
共
済
規
約
の
改
正
」
な
ど
十

項
目
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

短
信

「しんきんキャッシュカード」を利用すれば、全国にある信用金庫
ＡＴＭでの入出金手数料が無料です。出先で、旅先でご利用下さい。
（但し、土日・祝日・所定時間外等及び一部のＡＴＭは除きます）

尼
崎
信
用
金
庫

淡
路
信
用
金
庫

神
戸
信
用
金
庫

但
馬
信
用
金
庫

但
陽
信
用
金
庫

中
兵
庫
信
用
金
庫

西
兵
庫
信
用
金
庫

日
新
信
用
金
庫

播
州
信
用
金
庫

姫
路
信
用
金
庫

兵
庫
信
用
金
庫

（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

②
貯
蓄
共
済
積
立
金
の
仮
払
い
制
度

の
導
入
に
つ
い
て

　

い
ず
れ
も
原
案
の
方
針
に
基
づ
き
、

検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

（
報
告
事
項
）

①
各
研
究
会
・
委
員
会
等
の
状
況
に

つ
い
て

②
商
工
会
等
職
員
統
一
採
用
候
補
者

試
験
の
結
果
に
つ
い
て

③
商
工
会
事
務
局
長
の
任
用
に
係
る

事
前
協
議
に
つ
い
て

④
商
工
会
適
正
化
巡
回
相
談（
指
導
）

の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　

最
後
に
小
田
副
会
長
の
閉
会
挨
拶

に
よ
り
理
事
会
を
終
了
し
た
。
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菓
子
博
を
契
機
に
連
携
を
強
化

 
但
馬
・
播
磨
広
域
観
光
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
「
但
馬
・
播
磨
広
域
観
光
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
但
馬
県
民
局
主
催
）

が
二
月
二
十
四
日
、
豊
岡
市
・
城
崎

大
会
議
館
で
あ
り
、
約
二
百
人
が
参

加
、
但
馬
地
域
商
工
会
か
ら
も
役
職

員
を
は
じ
め
多
数
参
加
し
た
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
姫
路
市
で
四

月
十
八
日
に
開
幕
す
る
「
姫
路
菓
子

博
２
０
０
８
」
を
契
機
と
し
て
、
但

馬
と
播
磨
が
交
流
を
深
め
る
た
め
の

方
策
を
考
え
よ
う
と
す
る
も
の
。

　

姫
路
菓
子
博
の
概
要
説
明
の
後
、

参
加
者
た
ち
が
、「
但
馬
〜
播
磨
間

の
人
・
モ
ノ
の
交
流
や
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
推
進
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
は
、
全
国
菓
子
大
博
覧

会
兵
庫　

兵
庫
県
実
行
委
員
会
事
務

局
事
務
総
長
・
井
上
賢
氏
、
豊
岡
市

長
・
中
貝
宗
治
氏
、
姫
路
市
長
・
石

見
利
勝
氏
、
鉱
石
の
道
推
進
協
議
会

長
・
桑
田
純
一
郎
氏
、（
株
）Ｊ
Ｔ
Ｂ

西
日
本
西
日
本
広
報
室
長
・
高
崎
邦

子
氏
の
五
名
。

　

パ
ネ
ラ
ー
か
ら
は
「
菓
子
博
で
心

の
込
も
っ
た
お
も
て
な
し
を
し
た

い
」、「
両
地
域
が
連
携
す
れ
ば
、
相

乗
効
果
で
観
光
客
が
増
や
せ
る
だ
ろ

う
」、「
観
光
客
を
増
や
す
に
は
、
魅

力
の
分
か
り
や
す
さ
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
特
化
が
必
要
」
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　

最
後
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

務
め
た
神
戸
夙
川
学
院
大
学
観
光
文

化
学
部
教
授
・
戸
祭
達
郎
氏
が
「
こ

れ
か
ら
の
観
光
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
南

北
交
流
や
地
産
地
消
、お
も
て
な
し
」

と
パ
ネ
ル
討
議
を
纏
め
た
。

兵
庫
県
立
大
学
経
営
学
部
長
ら
が
来
会

　

三
月
六
日
、
兵
庫
県
立
大
学
経
営

学
部
部
長
・
安
室
憲
一
教
授
ら
が
来

会
、
木
南
県
連
会
長
と
懇
談
し
た
。

　

県
立
大
学
と
の
日
頃
の
連
携
に
対

す
る
謝
辞
の
あ
と
、
平
成
二
十
二
年

度
に
開
設
を
予
定
し
て
い
る
「
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究

科
（
仮
称
）」（
中
小
企
業
診
断
士
養

成
コ
ー
ス
）
の
概
要
と
創
設
に
向
け

て
の
協
力
要
請
が
あ
り
、
木
南
会
長

は
了
承
し
た
。
今
後
も
中
小
企
業
発

展
の
た
め
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
る

こ
と
を
約
し
て
、
力
強
く
握
手
を
交

わ
し
た
。

▲左から鳥邉教授、安室学部長、
　木南会長、佐竹教授

▲たんば共通商品券

「
た
ん
ば
共
通
商
品
券
」が
好
調

 

丹
波
市
商
工
会

　

丹
波
市
商
工
会（
村
上
康
充
会
長
）

と
商
工
会
員
で
組
織
す
る
「
た
ん
ば

商
業
協
同
組
合
」
は
、
昨
年
十
月
よ

り
市
内
限
定
の
商
品
券
「
た
ん
ば
共

通
商
品
券
」
を
発
行
し
て
い
る
。
商

品
券
の
発
行
は
、
行
政
な
ど
の
支
援

も
あ
り
順
調
な
滑
り
出
し
。
今
年
三

月
ま
で
の
半
年
間
で
四
千
万
円
を
超

え
る
勢
い
で
、
当
初
予
想
の
三
千
五

百
万
円
を
上
回
る
見
込
み
。

　

商
工
会
で
は
、
旧
六
町
商
工
会
が

合
併
す
る
の
を
機
に
共
通
商
品
券
の

発
行
を
発
案
。
地
域
で
の
消
費
活
動

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
市
内
の
商
店
主

ら
に
呼
び
か
け
「
た
ん
ば
商
業
協
同

組
合
」
を
立
ち
上
げ
て
共
通
商
品
券

を
発
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
商
品
券

の
額
面
は
、
五
百
円
と
一
千
円
の
二

種
類
で
、
市
内
六
地
域
の
観
光
名
所

の
写
真
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
商
品

券
は
、
市
内
の
食
料
品
店
、
衣
料
店
、

飲
食
店
を
は
じ
め
、
大
型
商
業
施
設

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
約
五
百

店
で
使
用
可
能
で
、
そ

の
内
約
四
十
店
で
商
品

券
の
販
売
も
行
な
っ
て

い
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
丹

波
市
も
協
力
し
、
子
育

て
支
援
金
の
支
給
を
同
商
品
券
に
き

り
替
え
た
ほ
か
、
高
齢
者
へ
の
お
祝

い
金
な
ど
の
利
用
も
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
会
や
子
ど
も
会
、
商
店

街
が
、
行
事
な
ど
の
景
品
と
し
て
購

入
し
て
い
る
。

　

商
工
会
及
び
組
合
で
は
「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
な
ん
に
で
も
」
使

え
る
商
品
券
を
目
指
し
て
お
り
、
更

な
る
加
盟
店
の
拡
大
に
努
力
し
て
い

る
。 第25回全国菓子大博覧会・兵庫

姫路菓子博2008
■会期：平成20年４月18日㈮～５月11日㈰
　　　　24日間（開催時間：9時30分～17時30分）
■会場：姫路城周辺

（姫路城完成400年目・世界文化遺
産登録15周年）

http://www.kasihaku2008.jp/
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労
働
基
準
法
は
、
最
低
の
労
働
基

準
を
定
め
、
違
反
に
は
刑
罰
と
行
政

監
督
で
遵
守
を
強
制
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
こ
れ
ま
で
労
使
ト
ラ
ブ
ル
の

多
く
は
、
労
働
基
準
法
に
は
書
か
れ

て
い
な
い
、
出
向
や
賃
下
げ
と
い
っ

た
事
柄
で
し
た
。
そ
こ
で
、
労
働
契

約
の
内
容
は
、
自
律
し
た
労
使
の
信

頼
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
労
使
対
等

の
合
意
に
よ
っ
て
決
定
・
変
更
し
、

円
満
な
労
使
関
係
を
実
現
す
る
の
が

よ
い
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
労
働

契
約
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

労
働
契
約
法
は
、
労
働
基
準
法
と

は
異
な
り
、
労
使
の
民
事
上
の
契
約

内
容
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
か

ら
、
刑
罰
や
行
政
監
督
の
し
く
み
は

あ
り
ま
せ
ん
。

⑴
労
使
対
等
の
合
意
が
大
原
則

　

労
働
条
件
の
決
定
・
変
更
は
、
対

等
な
労
使
の「
合
意
」（
＝
労
働
契
約
）

に
よ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

使
用
者
は
、
提
示
す
る
労
働
契
約
の

内
容
を
、
労
働
者
が
正
確
に
理
解
で

き
る
よ
う
、
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

⑵
信
義
誠
実
の
原
則
、

　

権
利
濫
用
禁
止
を
明
記

　

ま
た
、
労
働
契
約
法
は
、
労
使
の

信
頼
関
係
を
と
て
も
重
視
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
労
使
の
関
係
に
つ

い
て
、
次
の
二
つ
を
明
記
し
て
い
ま

す
。

　

信
義
誠
実
の
原
則
：
労
働
者
及
び

使
用
者
は
、
労
働
契
約
を
遵
守
す
る

と
と
も
に
、
信
義
に
従
い
誠
実
に
、

権
利
を
行
使
し
、
及
び
義
務
を
履
行

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

権
利
濫
用
の
禁
止
：
労
働
者
及
び

使
用
者
は
、
労
働
契
約
に
基
づ
く
権

利
の
行
使
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ
を

濫
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。

　

特
に
、使
用
者
に
は
、出
向
や
解
雇
、

懲
戒
処
分
な
ど
に
つ
い
て
、
恣
意
的

な
権
利
行
使
（
権
利
の
濫
用
）
は
で

き
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
就
業
規
則
の
役
割
を
明
確
化

　

こ
れ
ま
で
、
労
働
契
約
の
内
容
の

詳
細
は
、
就
業
規
則
で
定
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
就
業
規
則
は
使
用
者
が

定
め
る
も
の
で
す
か
ら
「
合
意
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
労
働
契

約
法
は
、
就
業
規
則
の
内
容
が
「
合

理
的
」
で
あ
り
、「
労
働
者
に
周
知
」

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、
就
業

規
則
が
労
働
契
約
内
容
を
補
完
す
る

こ
と
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

賃
下
げ
な
ど
、
労
働
条
件
の
不
利
益

変
更
に
つ
い
て
も
、
労
使
合
意
が
大

原
則
で
す
が
、
正
当
な
理
由
が
あ
り
、

従
業
員
と
の
協
議
を
尽
く
す
な
ど
手

続
を
踏
め
ば
、
就
業
規
則
に
よ
る
労

働
条
件
の
不
利
益
変
更
が
認
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
ま

し
た
。

　

労
働
契
約
法
の
求
め
る
「
自
律
し

た
労
使
の
信
頼
関
係
」
構
築
の
た
め

に
は
、
労
使
と
も
に
誠
実
・
配
慮
の

関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
と
に
、
使
用
者
に
は
、

労
働
者
の
生
活
・
安
全
へ
の
配
慮
や
、

労
働
契
約
の
誠
実
な
説
明
、
書
面
に

よ
る
確
認
な
ど
、
求
め
ら
れ
る
責
任

は
大
き
い
で
す
。

労
働
基
準
法
が
あ
る
の
に
、

な
ぜ
労
働
契
約
法
が

で
き
た
の
か
？

1

労
働
契
約
法
の
内
容

2

労
使
に

求
め
ら
れ
る
も
の

3

［労働契約法の全体像］
〈労働条件決定の本来のすがた〉
信義則：自律した労使の信頼関係

労働条件

当事者の合意
（労働契約）

権利濫用は禁止
ex出向、懲戒、解雇

[使用者]
適正な事業経営の決定

[従業員]
働き方の自己決定

就業規則：事業経営の必要から使用者が定める職場規律・労働条件に関する諸規則
①合理的な内容の就業規則を周知させていた場合には、労働契約の内容となる
②労働条件の変更も労使合意が大原則　しかし、一定の場合には就業規則による不
　利益変更が認められる

〈就業規則による労働契約の補完〉

〈誠実・配慮〉
・生活や安全への配慮
・誠実な説明
・書面による確認

〈誠実・配慮〉
・適正な経営判断を尊
 重する
・説明に耳を傾ける

社会保険労務士・行政書士

前 田  欣 也（主任チーフアドバイザー）

これだけは知っておきたい
　　　　　　　　　労働契約法

（平成20年3月1日施行）

特 集
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「
芦
屋
検
定
」を
実
施

 

芦
屋
市
商
工
会

　

芦
屋
市
商
工
会（
小
田
脩
造
会
長
）

で
は
、
二
月
十
日
、
市
立
精
道
中
学

校
で
「
第
一
回
芦
屋
検
定
」
を
実
施

し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
熊
本
県
ま
で

の
道
府
県
か
ら
、
年
齢
は
十
一
歳
か

ら
八
十
歳
ま
で
の
百
六
十
七
名
が
受

験
し
た
。

　

こ
の
検
定
は
、
芦
屋
を
よ
り
広
く

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
芦
屋
の
良
さ

を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
。
検
定
問
題
は
、
市
民
よ
り

公
募
し
た
素
材
を
も
と
に
商
工
業
、

文
化
、
人
物
、
歴
史
、
地
理
等
の
百

問
に
精
選
し
た
。

　

当
日
、
受
験
者
は
、
二
時
間
あ
ま

り
を
か
け
て
検
定
問
題
に
取
り
組
ん

だ
。
検
定
結
果
は
、
第
一
回
目
で
受

験
者
の
意
気
込
み
も
高
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
平
均
点
は
八
十
三
点
（
七
十

点
以
上
で
合
格
）。
最
高
点
は
九
十

九
点
で
九
名
の
受
験
生
が
得
点
し
た
。

▲芦屋検定に挑む受験者

「
東
山
雪
ま
つ
り
」に
参
画

 

宍
粟
市
商
工
会
青
年
部
波
賀
支
部

　

宍
粟
市
波
賀
町
に
お
い
て
、
二
月

十
日
、「
第
六
回
宍
粟
市
東
山
雪
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
近
年
は
雪

不
足
が
続
い
て
い
た
が
、
今
年
は
十

分
な
雪
と
好
天
に
恵
ま
れ
、
約
二
千

五
百
名
の
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
な

ど
の
来
場
客
で
賑
わ
っ
た
。

　

宍
粟
市
商
工
会
青
年
部
波
賀
支
部

（
北
條
克
利
支
部
長
）
は
、
雪
ま
つ

り
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
や
食
の
コ
ー
ナ
ー

に
出
店
協
力
し
た
。

　

当
日
は
、
特
設
の
ゲ
レ
ン
デ
で
は
、

ゴ
ム
チ
ュ
ー
ブ
レ
ー
ス
や
肥
料
袋

レ
ー
ス
等
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
メ

イ
ン
会
場
で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
も
ち

つ
き
、
し
そ
う
D
E
検
定
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
参

加
者
は
、
賞
品
の
ニ
ン
テ
ン
ド
ー

W
ii

や
宍
粟
の
特
産
品
な
ど
が
当
た

る
た
び
に
歓
声
を
上
げ
て
い
た
。
青

年
部
の
食
の
コ
ー
ナ
ー
も
昼
前
か
ら

長
蛇
の
列
。
終
始
接
客
に
追
わ
れ
準

備
し
て
い
た
も
の
全
て
を
完
売
す
る

　

朝
来
市
内
の
四
商
工
会
（
生
野
町
、

和
田
山
町
、
山
東
町
、
朝
来
町
）
は
、

二
月
十
三
日
（
水
）、
ホ
テ
ル
・
サ

ン
ル
ー
ト
和
田
山
に
お
い
て
「
役
職

員
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。
会
長
、

副
会
長
を
含
む
役
職
員
三
十
名
が
出

席
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
阿
野
孝
好
朝
来
市

商
工
会
長
会
会
長
が
開
会
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
、講
師
の
田
中
義
郎
氏（
有

限
会
社
C
３
代
表
取
締
役
・
経
営
戦

略
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
か
ら
「
合
併

で
変
わ
る
商
工
会
の
未
来
図
〜
変
革

の
シ
ナ
リ
オ
〜
」
と
題
し
て
講
演
。

商
工
会
の
生
成
、
変
遷
、
近
未
来
の

商
工
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講
演
。

出
席
し
た
役
職
員
は
、
実
態
経
済
の

中
で
の
商
工
会
経
営
を
学
び
、
新
た

な
商
工
会
構
築
に
向
け
て
変
革
の
シ

ナ
リ
オ
づ
く
り
の
理
念
を
共
有
し
た
。

　

続
い
て
、
濱
事
務
局
長
（
和
田
山

町
商
工
会
）
が
、
商
工
会
ビ
ジ
ョ
ン

を
は
じ
め
、
事
業
・
組
織
等
に
か
か

る
諸
課
題
を
検
討
す
る
た
め
、
職
員

に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の

編
成
並
び
に
作
業
工
程
等
を
提
案
。

出
席
の
役
職
員
は
全
員
一
致
で
承
認

し
た
。

役
職
員
で
描
く
変
革
の
シ
ナ
リ
オ

 

朝
来
市
内
四
商
工
会

盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

▲多くの人出で賑わう雪まつり

「いちじく畑からの便り」
詰合せセット発売 川西市商工会
　川西市商工会（舩岡正夫会長）では、期間限
定で「いちじく畑からの便り」詰合せセットを
発売する。
　「いちじく畑からの便り」は、川西市内の和・
洋スイーツ職人が創作した川西発のスイーツブ
ランド。８店舗の職人が創作した８品の詰合せ
セットをご賞味ください。

発売期間：平成20年 4月 1日～ 5月11日
発売個数：300個限定
　　　　　詰合せセット８種類８個入り 1,500円
　　　　　　　　　〃　　　　16個入り 3,000円

（税・箱代込み）
お問合せ：川西・猪名川菓子工業組合
〒666-0105　川西市見野 3-20-30　（株）上政

℡ 072-794-0013
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◆
播
州
織
の
再
生
に
向
け
て

　

八
千
代
町
商
工
会（
門
脇
平
会
長
）

で
は
、「
播
州
織
を
世
界
の
ブ
ラ
ン

ド
に
」
と
い
う
思
い
の
も
と
、
数
年

前
よ
り
交
流
の
あ
る
関
西
の
流
行
発

信
基
地
・
大
阪
ア
メ
リ
カ
村
を
拠
点

に
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

商
工
会
で
は
、
昨
年
五
月
に
全
国
連

の
「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開
支
援
事

業
」
の
採
択
を
受
け
て
、
播
州
織
リ

バ
イ
バ
ル
事
業
推
進
委
員
会
を
組

織
。
大
阪
ミ
ナ
ミ
『
ア
メ
リ
カ
村
の

会
』
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
フ
リ
ー
マ

ガ
ジ
ン
「
ア
メ
ム
ラ
プ
レ
ス
」「
専

門
学
校
（
バ
ン
タ
ン
デ
ザ
イ
ン
研
究

所
）」
な
ど
の
参
画
を
得
て
播
州
織

リ
バ
イ
バ
ル
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　

専
門
学
校
で
は
、
播
州
織
を
テ
ー

マ
に
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し

た
う
え
に
、
播
州
織
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
産
地
見
学
会
を
実
施
。
夏
（
八
月

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
エ
ッ
ジ
）
と
冬
（
二

月
卒
業
制
作
展
）
に
そ
れ
ぞ
れ

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
催
し

て
、
学
生
ら
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
生
地
の
製
作
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
。
ま
た
、
専
門
学
校
か
ら
の

紹
介
で
ベ
ル
ギ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
の
名

門
デ
ザ
イ
ン
学
校
と
も
関
係
を
構
築

で
き
、
海
外
も
視
野
に
入
れ
た
事
業

に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

◆
若
者
の
街
か
ら
情
報
発
信

　

委
員
会
で
は
、
播
州
織
の
P
R
事

業
と
し
て
、
二
月
に
開
催
さ
れ
た
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
の
展
示
会
へ
出

展
。
全
国
連
の
「
ニ
ッ
ポ
ン
い
い
も

の
再
発
見
コ
ー
ナ
ー
！
」に
お
い
て
、

播
州
織
製
品
の
展
示
や
P
R
、歴
史
・

文
化
の
紹
介
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、

調
査
事
業
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
も
実
施
。

収
集
し
た
名
刺
や
ア
ド
レ
ス
情
報
を

元
に
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
発
行
す
る

な
ど
し
て
、
今
後
の
商
品
開
発
や
情

報
発
信
に
繋
げ
て
い
く
予
定
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
秋
に
は
F
M
放
送

局
「
F
M
大
阪
」
が
本
事
業
へ
の
参

画
。
人
気
番
組
に
お
い
て
十
二
回
に

亘
っ
て
播
州
織
を
取
り
上
げ
て
も

ら
っ
た
ほ
か
、
番
組
と
連
携
し
た
モ

ノ
作
り
な
ど
視
聴
者
参
加
型
の
P
R

を
実
施
し
た
。

◆
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
協
業
で
風
呂
敷

　

二
月
二
十
四
日
に
は
、
本
年
度
の

総
決
算
と
な
る
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
を

大
阪
市
難
波
の
ラ
イ
ブ
カ
フ
ェ
で
開

催
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
、F
M
大
阪
の

視
聴
者
三
十
五
組
七
十
名
を
抽
選
で

招
待
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
エ
コ
ク
ロ
ス
（
風
呂
敷
）
の

発
表
や
ラ
イ
ブ
演
奏
、
エ
コ
に
関
す

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
実
施
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、
事
業
に
参
加

し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
か
ら
「
今
後
、

ス
テ
ー
ジ
衣
装
や
コ
ン
サ
ー
ト
グ
ッ

ズ
に
播
州
織
を
使
い
た
い
」
な
ど
の

要
望
が
多
数
あ
り
、
次
へ
繋
が
る
成

果
も
得
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
今
年
度
は
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
と
の
協
業
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を

も
っ
て
、「
導
入
期
」
の
取
り
組
み

を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
次
年
度

は
、「
展
開
期
」
と
し
て
販
路
拡
大

を
中
心
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

地域資源∞全国展開支援事業
“安心・安全・高品質”
     播州織を世界のブランドに

八千代町商工会

▲専門学校での播州織ガイダンス

▲アーティストデザインのエコクロスを披露

▲若手アーティストよる
　播州織エコクロス

兵庫県信用保証協会 
神戸市中央区浪花町62番地の１ 

　078(393)3900（代表） 

さらにアップ 

▲播州織製品の見本
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